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山崎　佐旧蔵「紀州華岡家瘍科図鑑」の 
書誌学的研究
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要旨：医史学研究者・山崎　佐旧蔵の「紀州華岡家瘍科図鑑」は，華岡流の外科手術の図譜であり，
1809年に成った赤石希范の「乳岩図譜」の系統に属する．これは赤石希范と崖　剛先の序 （跋） が
収められていることで明らかである．本図鑑は山崎によって 1810年に成立したとされてきたが，
図鑑中の一図の解析によって 1825年夏以降に完成したことが判明した．図鑑は模写されて 1956年
にシカゴの International Museum of Surgical ScienceのHall of Fame（現在は Japan Hall of Fame） に寄
贈・展示され，北米における華岡青洲の業績の普及に貢献している．模写本が Japan Hall of Fame
に展示されるに至った経緯についても言及した．
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はじめに

華岡流外科の最大の特徴は，華岡青洲（以下

「青洲」） によって開発された全身麻酔薬「麻沸散

（湯）」 を投与して乳癌手術 （「乳房切断術」 ではな

くして「乳癌腫瘍摘出術」） を始めとする各種の

手術を行ったことである1)．わが国において青洲

に先行する外科の各流派では選択的手術が組織的

かつ系統的に行われることはなかった．患者が手

術時の疼痛に耐えることが出来なかったからであ

る．そして，華岡流外科のもう一つの特徴はかれ

らが単に手術を行っただけでなく手術に関連した

多数の図を遺したことであろう．これほどの手術

図が華岡流以外の外科の諸流で遺された例を見な

い．このことは青洲以降も門人の本間玄調の「続

瘍科秘録」2)，鎌田玄台の「外科起癈図譜」3)が作

られたことによって容易に首肯されるであろう．

手術図の存在によって外科的疾患が実際に術前

どのような状態であったのか，切除された腫瘍塊

がどのようなものであったか，そして，術後どの

ように治癒したのかが具体的に理解できる．図は

門人の教育にも有用であった．このことは青洲自

身，最初の乳癌手術患者である藍屋　勘の症例報

告である「乳巖治験録」の末尾において「之を同

志に示すため図を作り之を識すといわんのみ．」4)

と記したことによって理解される．ここでの「同

志」には門人の意も含まれている．このように藍

屋　勘の乳癌手術では図が描かれているが，もち

ろん青洲の命によって図が作られたものである．

これが春林軒における最も古い手術図であると考

えられ5)，引き続いて行われた乳癌手術において

も同様に図が作られた．乳癌手術症例が 20数例

に達した 1809年 5月に門人赤石希范はそれまで

の乳癌手術の図をまとめて一冊の図譜を作ろうと

計画した．しかし，この計画に対して青洲が積極

的賛意を示さなかったために赤石の努力は水泡に

帰した6)．青洲は手術に際して記録として図を描

いてそれらを遺しておくことに反対したのではな

くして，それを出版することに賛意を示さなかっ

たと考えられる．

以来，春林軒では乳癌手術のみならず，その他

の疾患の手術に際しても図が描かれた．それらは
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春林軒に蓄積されて門人であればだれでも閲覧 

することが出来たばかりでなく，模写することも

可能であったことは，現今遺されている夥しい図

譜類によって窺い知ることが出来る．図譜には乳

癌手術ばかりではなく，各種の奇形を含む稀な疾

患の図も含まれていたので，いつの頃からか「奇

患図」 と呼ばれるようになった．現在多くの図 

譜，いわゆる奇患図が知られているが，それらの

すべてが春林軒で蓄積保管されていた手術原図を

見て模写されたのではなくして，原図を臨模して

作られた図譜がさらに転写されて多くの図譜が作

られたと考えられる．転写に際して図の取捨選択

がなされ，さらに新しい図が追加されて様々な図

譜が誕生した．これはあたかも青洲の口述を筆録

した記録が次々と書写されて多数の写本ができた

と同じ状況であり，写本に「同名異書」，「異名同

書」が誕生したと同様に，奇患図譜においても

「同名異図譜」，「異名同図譜」の状態が出現した

といっても過言ではない．とくに図譜に関しては

殆んどが「異名異図譜」と表現してよいほどの状

況にある．

それらの図譜の一冊が本稿で論ずる医史学研究

者であった山崎　佐（やまざき・たすく）旧蔵の

「紀州華岡家瘍科図鑑」（以下「瘍科図鑑」）である．

山崎は弁護士で「日本疫史及防疫史」7)の著者で

もある．本図鑑をここで取り上げる理由は，この

図鑑は模写されてシカゴの International College  

of Surgeons （以下 「ICS」） の一部門 International 

Museum of Surgical Science （以下「IMSS」， 改正さ

れた名称） の Japan Hall of Fame（以下「JHF」， 以

前はHall of Fame）8)に常時展示されて，アメリカ

における青洲の業績の普及に大きな役目を果たし

ているからである．しかし，この図譜がどのよう

な内容の図鑑であるか，だれが模写したのかなど

詳細は一般には知られていない．さらにこの山崎

旧蔵の原本の図鑑に関してもこれまで全く研究さ

れていなかった．今回，著者はこの原図鑑に関連

して従来知られていなかった諸点を明らかにした

ので報告する．

1．いわゆる奇患図に関する先行研究

本論に入る前に華岡流の図譜類に関してこれま

でにどのような研究が行われてきたかについて簡

単に触れてみたい．

1923年に呉　秀三が大著「華岡青洲先生及其外

科」9)を発表して青洲に関する本格的研究が始

まった．呉はその中の第三巻「青洲先生ノ著述」

の第二「青洲先生治験ノ図巻」において，「華岡

家治験図巻第一～第三」，「華岡家整骨幷巻毛綿図
巻」（呉が図巻の 4番目に示しているので，以下

「華岡家治験図巻第四」とする）と「華岡氏治術

図識」などを紹介し，それらの中に描かれた図に

ついて簡潔に記述している10)．これが華岡流の図

譜類に関する最も古い研究であった．極めて少数

の図だけは本文中に示されているものの，ほとん

どの図は省略されている．しかし，呉によって華

岡流の図譜類，いわゆる奇患図の存在とそれらの

概要が知られるようになったことは青洲研究にお

いて大きな進歩であった．

1933年，呉に次いで青洲に関して精しい研究

を行った関場不二彦は「西医学東漸史話」の中で

図譜類に言及しているが，上述した「華岡家治 

験図巻第一」，「華岡氏治術図識」に加えて赤石希

范の「乳岩図譜」に簡単に言及したに過ぎない 

し，図も示されていない11)．さらに同じ年に南紀

徳川史刊行会の編者堀内　信は，「南紀徳川史巻

之百六十一」の「学制第三　文学　三　家塾」に

「華岡家治験図巻第一」全 86図中 61図を収載し

簡単な解説を加えた．原図巻は彩色であるが，収

載したのは白黒の図であり，原図巻中の男性器，

女性器疾患の図は除外されている12)．これによっ

て「華岡家治験図巻第一」の具体的全貌が知ら 

れるようになった．しかし，以後の青洲研究者で

「華岡家治験図巻第一」の図の過半が「南紀徳川

史」に収載されていることに言及した研究者は一

人もいない．いわば忘れられた存在であった．

1964年に「医聖　華岡青洲先生顕彰会」の森　

慶三らは「医聖　華岡青洲」を編集したが 13)，呉

の著の現代日本語訳版と言ってもよい．もちろん

二，三の新知見は付加されてはいるが，基本的に
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はほぼ同じ内容である．したがって奇患図につい

ても何ら新しい見解が示されていない．以後 50

年間，青洲に関しては多くの論考が発表された

が，奇患図に関しては基本的，系統的な研究は全

くなされてこなかった．ただし，この間，各施設

からそれぞれ所蔵する奇患図を紹介する簡単な 

記事が発表されてきたことを無視するものでは 

ない．

著者は 2004年に「廣瀬屋利兵衛の妻の乳癌手

術」14)と題する一章を拙著中に掲載し，家蔵して

いた野村　鄂の稿本と思われる「青洲先生療乳嵓

図記」をカラー写真で覆刻し，併せてそれまで

行ってきた野村　鄂の塋域の調査の結果を述べ

た．「青洲先生療乳嵓図記」には赤石の「乳岩図

譜」とほぼ同様な図が収めてある．これによって

野村の系譜が明らかになり，この図譜の成立の経

緯も明らかになった．

2013年に著者は奇患図に対する初めての本格

的な研究を行って，その結果を拙著「華岡青洲研

究の新展開」 中に 「奇患図の研究」 と題する一章と

してまとめた15)．この研究はアメリカ麻酔科医会 

（American Society of Anesthesiologists） 傘下のWood 

Library-Museumが奇患図の一本 （ニューヨーク州

立大学解剖学教授で，日本の医学史にも詳しかっ

たGordon E. Mestler旧蔵の図鑑）を購入するに際

して著者に鑑定を依頼してきたことを契機として

行ったものであった．それまでに著者が実見し，

あるいは全丁のカラーコピーを入手できた 16本

の図譜を対象にした研究であった．この研究に

よって現今見られる図譜は基本的に上述した「華

岡家治験図巻第一」～「華岡家治験図巻第四」に分

類されることが分かった．もちろんこれらの図巻

の起源は「乳巖治験録」に描かれた図であり，こ

れが赤石のまとめた図譜となり，さらにその後の

図が追加されて「華岡家治験図巻第二」に発展し

た．流布している図譜，図鑑の多くもこの系統に

属する．「華岡家治験図巻第一」は青洲の死後，

1837年に画家端月が春林軒にあった図を模写し

て一巻としたものである．「華岡家治験図巻第一」

は青洲展がある度に出品展示されるが，もちろん

詳細な解説がなされたことはない16,17)．

「華岡家治験図巻第三」は大坂の合水堂におけ

る華岡南洋の手術図を中心とするものであり， 

この系統の図譜は比較的少ない．「華岡家治験図

巻第四」は骨折・脱臼の整復法の図である．2014

年に長田　功はその家蔵する「乳癌奇病図」（内

題は「乳巖奇病図」）をカラーで覆刻し注を付し

て刊行した18)．この写本は赤石の序，乳癌の図

（13症例）， そして野村　鄂の記録を含んでいるの

で，赤石の「乳岩図譜」の系統に属するが．基本

的には上述した「青洲先生療乳嵓図記」を中心に

模写したものであろう．画者は中嶋惟新であるが

彼の略歴は不詳であり，書写年も天保 5年（1834）

か天保 15年（1844）の何れかである．

以上が奇患図に関してのこれまでの研究のあら

ましである．

2．「瘍科図鑑」の模写本が 

JHFに納められるに至った経緯

本論に入る前に本図鑑の模写本がシカゴの

IMSSの JHFに納められる経緯について簡単に触

れておくことが必要であろう．このことに関して

は当事者であった日本外科学会の重鎮塩田廣重が

次のように記している．

これより先，アメリカ合衆国シカゴ市におけ

る国際外科学会本部では，各国代表外科医を祀

る名誉会館が設立せられ，この学会の日本部

会々長たる私宛に前記会館日本室に祀らるべき

人物の推薦依頼がありました．即座に私は青洲

先生を除いて外にないと考え，その旨早速先方

に伝えると共に，青洲先生の麻酔実験に身を挺

せられた妻女や母堂の光景を画く日本絵（立石

画伯作）を始め，先生の書軸および手術図鑑

（山崎佐氏所蔵原図，阿部画伯模写）等を持参，

日本室正面に展示しました．一九五四年のこと

ですから丁度今から一昔前となります．19)

この塩田の記述によって，青洲の業績が IMSS

の JHFに紹介展示される経緯が知られる．そし

て図鑑に関しては山崎　佐所蔵の図鑑が阿部画伯

によって模写されたことが判明した．しかし，こ
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の記述だけではなぜ山崎の所蔵する図鑑が選ば

れ，阿部画伯が誰であるかは知られない．この疑

問は山崎旧蔵の図鑑の裏表紙に記された山崎の識

語によって氷解する．以下に山崎の識語を記す．

友人医学博士菊地真一郎君昭和三十一年九月ア

メリカの外科学会に赴くにあたり，エーテル麻

酔より七十年前わか
ママ

紀州の華岡青州
ママ

先生が全身

麻酔により手術した事，この手術図鑑を手土産

として持参したしとの計画あり．仍て同君に之

を貸与す．同君河
ママ

合玉堂画伯の監修の下にこれ

を二冊模写し，一本は菊地博士の許に納め，一

本はアメリカに持参すと謂志

山崎の識語には，例えば「七十年前」という誤

りがあるが，ここでは問題にしない．重要なこと

は模写が川（「河」と誤記）合玉堂の監修の下に

行われたとあることで，塩田の記述にある「阿部

画伯」は川合玉堂門下の人物であることが分かっ

た．「玉堂美術館」（東京都青梅市）の学芸員にお

尋ねしたところ，1954–55年当時，川合玉堂の門

人で「阿部画伯」を称する人物は新潟県出身の阿

部六陽（新一郎，1906–1987）以外にいないこと

が分かり，塩田のいう「阿部画伯」は阿部六陽で

あることが分かった．阿部が玉堂の内弟子になっ

たのは 1925であったから，画業 30年のベテラン

の日本画家であった20)．

以上によって ICSから JHFに展示する人物の推

薦を依頼された塩田は，展示する人物は華岡青洲

以外にはないと考え，展示物の一つとして青洲の

手術図を考え，これについて同僚菊地真一郎博士

に相談し，菊地は友人山崎　佐から図鑑を借覧し

て川合玉堂門下の阿部六陽画伯に依頼して模写本

2本を作り，その内の一本を JHFに寄贈したこと

が判明した．菊地が 1956年に学会出席の際にこ

の図鑑を JHFに持参し納めた．なお，この原図

鑑は 1963年「麻酔展」が大阪心斎橋の大丸百貨

店で開催された際に陳列され，山崎は写本が JHF

に寄贈されるに至った経緯を簡単に記した序文

（1955年に記された）を付した21)．しかし，山崎

の序文の冒頭「余曾つて熊本市において，紀州華

岡家瘍科図鑑（文化七年西紀一八一〇画く）一 

巻を入手し，……」とあるが，この年紀は図鑑中

の野村　鄂の文章（詳細は後述）の末尾に「文化

七庚午夏六月七日　塾生　備後　野村　鄂記」

（51丁表） とあるのに準拠したものである．この

日付は野村がこの記録を書いた日であって，この

図鑑が模写された年月日ではない．なお塩田が

1955年 10月 30日に JHFに提出した図鑑の説明

書（写真 1）には図鑑の成立年を「1809」年とし

ているが，これは図鑑中の赤石の序の年紀に基づ

いたものである．山崎の主張する1810年も塩田

の主張する 1809年も共に誤りである．さらに山

崎の蔵書が順天堂大学に寄贈され，その際作られ

た「山崎文庫目録」には本図鑑の成立年を「文政

6年（1823）」 としている22)．何を根拠に 1823年

と記述したのかは不明であり，この 1823年も誤

りである．また「赤石希氾識」 と赤石の識語のみ

が記されているかのように記述しているのも誤り

である．この図鑑を含む展示資料が JHFに寄贈

された経緯については中山恒明と菊地真一郎が詳

細に述べているので参照されたい23)．

3．「瘍科図鑑」の書誌とその内容

山崎旧蔵の「瘍科図鑑」は，現在順天堂大学 

の日本医学教育歴史館に所蔵されている．請求 

番号は 「山崎文庫　9158」 である．大きさは

31.3×21.2 cmで，四ツ目袋綴じ．図 1に表紙を示

した．表紙右上には山崎の菱形の蔵書票が貼付さ

れている．題箋は茶褐色の紙片二枚に「紀州華岡

家」と「瘍科図鑑」と墨書されて貼付されている．

山崎が熊本でこの図鑑を購入した時点（昭和 17

年 5月 3日，巻末の識語による）ですでに貼付さ

れていたのか，あるいは後に山崎によって貼り付

けられたのか不明である．裏表紙の山崎によると

思われる書き入れによれば，この図鑑は「熊本医

官鳥飼家旧蔵」 とある．全 51丁であるが，巻子

本（縦 26.5 cm） であったものを 51枚に裁断し，

それぞれをより大きな和紙に張り付けて冊子本に

仕立て直したものである．改装の時期は不明であ

る．そのために図 2に 2丁裏と 3丁表を示したよ

うに，各半丁の貼り付けた図の位置が異なってい
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る．画は画家によって描かれたものと考えられ，

春林軒の門人などの素人が描いたものではない

が，画者は不詳である．

「瘍科図鑑」の各丁の図の内容を表 1の左欄に

示し，それらが呉の記述した図譜中のどの図に該

当するかを右欄に示した．「瘍科図鑑」の図に説

明文を欠くものには著者が患者の性別，疾患名，

患部の左右別を（　）内に補った．これによれば

「瘍科図鑑」の図の大部分は「華岡家治験図巻第

一」，「華岡家治験図巻第二」 と共通する．このこ

とは「瘍科図鑑」が必ずしも「華岡家治験図巻第

一」，「華岡家治験図巻第二」に遅れて成立したこ

とを意味するものではない．春林軒に蓄積保存さ

れていた手術図の一部をある時期に模写したの 

が「華岡家治験図巻第一」であり，別の機会に異

なった手術図を模写したのが「華岡家治験図巻第

二」であると考えられる．「華岡家治験図巻第一」

の場合，画者は端月で，模写したのは 1837年（天

保 8） であることが分かっているが，「華岡家治験

図巻第二」の場合，画者と模写年は不明である．

写真 1　塩田広重がHall of Fameに提出した図鑑の説明書（International Museum of Surgical Science所蔵）



松木明知：山崎　佐旧蔵「紀州華岡家瘍科図鑑」の書誌学的研究 79

「瘍科図鑑」の場合，「華岡家治験図巻第一」と「華

岡家治験図巻第二」からそれぞれ必要と考える画

を選択して成ったものか，それともそれらとは別

個に春林軒に蓄積保存されていた原図類を模写し

たのか，既に完成していた図譜を模写したものか

容易に判断が付かない．後述するように，「瘍科

図鑑」の成立は「華岡家治験図巻第一」より古く，

したがって「華岡家治験図巻第二」の系統の図を

核として，それに「華岡家治験図巻第一」に含ま

れる図を付加したものであろう．

奇患図の系統を考える上で一つの参考になるの

が，一部の図が円の中に描かれていることであ

る．図を円で囲んでいると表現すれば分かり易

い．「瘍科図鑑」の場合，表 1の左欄の丁数の後

に○印を付したように合計 22図が円の中に描か

れた図である．円の中に図を描くようになった起

源は知られるところがないが，北里大学東洋医学

研究所所蔵の修琴堂文庫本の一本（題名を欠く－

著者注）では全 93図の内，41図は円の中に描か

れた図である24)．この写本の完成年は不詳であ

る．現在のところ，円の中に描かれた図があり，

年紀が確認できる最も古い図譜は東北大学附属図

書館狩野文庫所蔵の「華岡家奇患図」である25)．

1829年（文政 12）に確　齋清（「かく・さいせい」

か，正確な読み不詳）によって模写されたこの図

譜は前年に大坂の合水堂で守矢子行 26)が書写し

た図譜であった．この中で 32丁表から 37丁裏ま

図 1　「瘍科図鑑」表紙 
（順天堂大学日本医学教育歴史館所蔵）

図 2　同 1丁裏と 2丁表の図（順天堂大学日本医学教育歴史館所蔵）
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表 1　「瘍科図鑑」と他図鑑との比較
「瘍科図鑑」の説明文の（　）は松木による注

「瘍科図鑑」の説明文 他図譜における類似図

1丁表　江都之人（男，左頬部の腫瘍） 「華岡家治験図鑑第一」の （1）
1丁裏　浪華島之内妓　肉瘤（女，右頬部） 「華岡家治験図鑑第一」の （2）
2丁表　田邊中町女十九歳　肉瘤（左頬部） 「華岡家治験図鑑第一」の （5）　「紀州田邊中街堀太郎兵衛女年十七」
2丁裏　肉瘤　塊量三十三錢（女，左頬） 「華岡家治験図鑑第一」の （6）　「豫州宇和島人核量三十三錢」
3丁表　肉瘤　泉州堺沈香屋主人（男，左頬部） 「華岡家治験図鑑第一」の （3）　「泉州左海沈香屋八郎平衛子年十九　左頬」
3丁裏　血瘤　勢州山田之人（男，前額鼻部） 「華岡家治験図鑑第一」の （4）　「血瘤　勢州山田某」
4丁表　肉瘤　有田之農夫（男，左鎖骨下） 「華岡家治験図鑑第一」の （9）　「紀州在田郡」
4丁裏　血瘤　紀州日高之人　若山清高之児也（男，左臍傍） 「華岡家治験図鑑第一」の （12）　「血瘤　紀州日高」
5丁表　血瘤（男，右大腿内側部） 「華岡家治験図鑑第一」の （16）　「呉は右大腿内側と注」
5丁裏　粉瘤　湯浅伊兵衛（男，前頸部） 「華岡家治験図鑑第一」の （7） 

　「粉瘤手術図　青洲翁下レ刀而粉瘤之脱レ塊也，紀州湯浅伊兵衛」

6丁表　血痣翻花　江戸小間屋忠兵衛妻（右背腰部） 「華岡家治験図鑑第一」の （14）　「血痣翻花瘡　東都小間屋忠兵衛女」
6丁裏　其二　全形（摘出標本） 「華岡家治験図鑑第一」の （15）
7丁表　火傷　高野山之僧（男，左膝窩部） 「華岡家治験図鑑第一」の （10）　「火傷　野峯之僧足委中放平」
7丁裏　火傷　日高之人（男，左上腕と胸壁の癒着）（正面図） 「華岡家治験図鑑第一」の （11）　「火傷　紀州日高　手脇下付」
8丁表　其二　截断（左側面図） 「華岡家治験図鑑第一」の （11）
8丁裏　患耳瘤　和州下市　某之小児（右耳） 「春林軒奇患図上」7丁裏 *　「和州下市某小児　耳瘤」
9丁表　虫胞　頭皮肉間生於白虫（男） 「華岡家治験図鑑第一」の （17） 

　「蟲胞　頭皮肉間生二於白蟲一．紀州根来西坂本清吉男」

9丁裏　肩風　備前之人（男，左肩甲部） 「華岡家治験図鑑第一」の （8）　「肩風　備前岡山」
10丁表○走馬疳　荒川之子（男，唇周辺部） 「華岡家治験図鑑第一」の （20）　「走馬疳　紀州阿良河郷源兵衛音男」
10丁裏○肉瘤　勢州朝熊永正寺（男，左頬部） 「華岡家治験図鑑第一」の （21）　「肉嬰　勢州朝間永正寺僧」
11丁表○口痔　若州小浜之人（男，左口腔） 「華岡家治験図鑑第一」の （23）　「口痔　若州小浜」
11丁裏○（口唇の異常）（男） 「華岡家治験図鑑第一」の （22）　「缺唇　紀州那賀粉河村大工」
12丁表○血痣　大和高市郡樹馬又七行年二十七（男，下口唇） 「華岡家治験図鑑第一」の （27）　「血痣翻花　和州高市郡樹馬村又七年二十七」
12丁裏○舌疳　若山之老婦（女，下口唇） 「華岡家治験図鑑第一」の （24）　「舌疳　本国和歌山廣瀬通街老母」
13丁表○骨瘤　京都東洞院呉服屋新兵衛行年二十二（男，左下顎部）「華岡家治験図鑑第一」の （40）　「京都某異痣宣露風状」
13丁裏○其二（患部の切開図） 説明文なし．「男，下顎腫瘍」と呉は解説
14丁表○眼胞菌毒　備後尾道之人（男，左眼） 「華岡家治験図鑑第一」の （26）　「菌毒　備後尾道」
14丁裏○同前　阿州徳府（男，左下眼瞼） 「華岡家治験図鑑第一」の （25）　「菌毒　河

ママ

州徳府」

15丁表○骨瘤　常州水戸樹内某倅行年十六（男，左頬部） 「華岡家治験図鑑第一」の （19）　「常州水戸某男年十六」
15丁裏○説明文なし（男，左耳殻） 「華岡家治験図鑑第一」の （42）　「耳菌毒　丹州笹山農夫五郎太夫」
16丁表　軟肉瘤　大和葛下郡木戸邑惣兵衛娘行年二十二（女，右前腕）「華岡家治験図鑑第一」の （51）　「軟肉瘤　大和葛下郡木戸邑惣兵衛女年二十二」
16丁裏　六指（性別不詳，右手拇指） 「華岡家治験図鑑第一」肝の （52） 

　「六指　俗ニ云，蟹娘・蟹脥　紀州伊都郡背野山邑漁夫爲八女」
17丁表　血瘤　淡州之人（男女不詳，左下腿） 「華岡家治験図鑑第一」の （68）　「血瘤　淡州」
17丁裏　脱疽　大谷新在家万次郎（右拇趾部） 「華岡家治験図鑑第一」の （64）　「紀州伊都郡大谷村万次郎」
18丁表　同二（健疾部の境界で節断した図） 「華岡家治験図鑑第一」の （65）
18丁裏　骨瘤　平村孫八（右下腿） 「華岡家治験図鑑第一」の （66）　「骨瘤　紀州伊都郡平邑孫八郎」
19丁表○陰瘤　和州之姜女（左鼠径部） 「華岡家治験図鑑第一」の （70）　「陰瘤　和州」
19丁裏○陰瘤　大和下市（左鼠径部） 「華岡家治験図鑑第一」の （71）　「和州吉野下市」
20丁表○俗云マヘタレ　浪華奈良茶屋下婢 「華岡家治験図鑑第一」の （72） 

　「俗云．前垂玉門．浪花難波新地奈良茶屋女．今嫁二天満一．」

20丁裏○泉州熊取（女，子宮脱） 「華岡家治験図鑑第一」の （75）　「子宮脱　泉州熊取」
21丁表○摂州兵庫 「華岡家治験図鑑第一」の （73）　「陰痔　摂津兵庫」
21丁裏○陰癭　江戸新町三玉丁之女 「華岡家治験図鑑第一」の （74）　「陰癭　江戸深川」
22丁表○鎖陰　野上邑弥右ヱ門娘行年十七 「華岡家治験図鑑第一」の （78）　「鎖陰　紀州野上邑弥右衛門女雪野年十七」
22丁裏○陰瘤　泉州田中村彦兵衛妻行年五十三 「華岡家治験図鑑第一」の （77） 

　「陰瘤　不レ見二月経一．泉州和泉郡田中村彦兵衛妻年五十三」

23丁表　陰門翻花　紀州岩手 「華岡家治験図鑑第一」の （37）　「玉門翻花　紀州岩手駅山本女」
23丁裏　（包茎？） 「華岡家治験図鑑第一」の （39）に該当か？
24丁表○説明文なし（男，脱肛） 「春林軒奇患図下」25丁表 *　「肛門反花」
24丁裏○会陰打撲　河内之人 「春林軒奇患図下」25丁裏 *　「阿刕之人会陰打撲」
25丁表　大疝斗　熊野玉置山源兵衛 「華岡家治験図鑑第一」の （80）　「大疝斗　紀州玉置山源兵衛」
25丁裏　同症　肥前平戸万五郎 「華岡家治験図鑑第一」の （81）　「大疝斗　肥前州平戸万五郎」
26丁表　同症　阿州美馬郡山吹村万次郎行年四十三 「華岡家治験図鑑第一」の （82）　「大疝斗　阿州美馬郡山吹邑才次郎年四十三」
26丁裏　其二（陰茎部切開の図） 「華岡家治験図鑑第一」の （82）
27丁表　其三（陰嚢前部切除の図） 「華岡家治験図鑑第一」の （82）
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での男性器，女性器疾患を画いた 12図は円の中

に描かれている．円の中に画を描くという発想は

素人には容易に思いつかない．あるいは青洲の肖

像画を画いて春林軒とも縁があった丹波長績（素

後）27)が始めたとも推測されるが，現在のところ

丹波長績が描いた図譜の存在は知られていない．

いずれにせよ，この「瘍科図鑑」は円の中に画を

画いた図譜の系統に属する一本であることは間違

いない．

以上述べたように「瘍科図鑑」は「華岡家治験

図巻第二」の系統に属する図譜であり，後述する

ように 1825年夏以降に成立したもので，1810年

27丁裏　其四（縫合後の図） 「華岡家治験図鑑第一」の （82）
28丁表（男，左手第 4指部の腫瘍） 「華岡家治験図鑑第二」の （17）
28丁裏　反花　吉野家半兵衛　浪華心斎橋筋順慶町角 「華岡家治験図鑑第二」の （16）　「浪華心斎橋筋順慶町角吉野屋半平衛反花」
29丁表　（同）全形（右側面図） 「華岡家治験図鑑第二」の （16）
29丁裏　説明文なし（男，左中指の腫瘍） 「華岡家治験図鑑第一」の （48）　「手指　肥前高来郡諫早」（左中指）
30丁表　肉瘤　備前水門大工（男，左胸部） 「華岡家治験図鑑第一」の （60） 

　「肉瘤」（呉が 290頁に示す「備前邑上郡邑久郷匠夫松三郎」）

30丁裏　其二　全形（切除腫瘍塊，右半分） 「華岡家治験図鑑第一」の （60）
31丁表　其二　全形（切除腫瘍塊，左半分） 「華岡家治験図鑑第一」の （60）
31丁裏　両陰　田井村小芳 題名欠（修琴堂文庫本）**　「両陰　紀州大井邑喜右エ門娘歳十七全治縁嫁」
32丁表　肉瘤　河内龍泉寺村　塊量一貫二百目 「華岡家治験図鑑第二」の （16）　「河内龍泉寺村庄蔵娘　肉瘤」
32丁裏　同　全形（切除腫瘍塊の右半分） 「華岡家治験図鑑第二」の （16）　「目量一貫二百銭　周囲國尺二尺二寸」
33丁表　乳嵓　藍屋利兵衛母行年六十　和州宇智郡五條駅 「華岡家治験図鑑第二」の （1）　「乳岩　和州宇智郡五條駅　藍屋利兵衛母歳六十」
33丁裏　説明文なし（上はメス，下は鋏の図） 「華岡家治験図鑑第二」の （1）
34丁表　其二（乳房に切開を加えた図） 「華岡家治験図鑑第二」の （1）
34丁裏　其三（切開口に左手を入れている図） 「華岡家治験図鑑第二」の （1）
35丁表　其四（右手にメスを持ち，腫瘍を切除している図） 「華岡家治験図鑑第二」の （1）
35丁裏　其五（両手で腫瘍塊を取り出す図） 「華岡家治験図鑑第二」の （1）
36丁表　其六（腫瘍塊の上面，下面の図） 「華岡家治験図鑑第二」の （1）
36丁裏　其七　縦断見中（切除腫瘍塊の縦断図） 「華岡家治験図鑑第二」の （1）
37丁表　紀伊橋本駅　鍛治屋甚兵衛妻行年三十五（切除腫瘍とその縦断図）「華岡家治験図鑑第二」の （2）　「紀州橋本駅　鍛冶甚兵衛妻行年三十五」
37丁裏　紀刕伊都郡麻生津西脇　彦兵衛妻行年五十五（乳房の切開図）「華岡家治験図鑑第二」の （3）　「紀州伊都麻生津西脇　彦兵衛妻五十五歳」
38丁表　其二全形　割開中筋絡纏（切除腫瘍塊の全形と縦断図） 「華岡家治験図鑑第二」の （3）　「腫瘍全形」
38丁裏　阿刕板野郡撫養南浜　天野屋幸作母行年五十四 「華岡家治験図鑑第二」の （4）　「阿州板野郡撫養南浜　天野屋幸作母年五十有四」
39丁表　其二全形（腫瘍塊の全形と縦断図） 「華岡家治験図鑑第二」の （4）に欠
39丁裏　河内三日市勘助妻　核量五十銭（腫瘍塊と縦断図） 「華岡家治験図鑑第二」の （5）　「河内三日市勘助妻　核量五十銭」
40丁表　紀刕橋本駅三河屋治兵衛母行年六十（乳房切開図） 「華岡家治験図鑑第二」の （6）　「紀刕橋本駅三河屋治兵衛母行年六十」
40丁裏　其二　全形　横断（腫瘍の全形と横断図） 「華岡家治験図鑑第二」の （6）
41丁表　阿刕徳嶌沖之洲水主平七母行年五十六（乳房の切開図） 「華岡家治験図鑑第二」の （8）
41丁裏　一塊横断（腫瘍の全形と横断図） 「華岡家治験図鑑第二」の （8）
42丁表　江刕八幡扇子屋源太郎姪　全形量三十錢　横断 「華岡家治験図鑑第二」の （9）　「江州八満扇子屋源太郎姪　核量三十錢」
42丁裏　備前東片岡村紋次郎女房　全形　両百銭 「華岡家治験図鑑第二」の （10）　「備前東之岡村紋次郎内室　核量百銭」
43丁表　紀刕有田須原佐五右エ門母行年六十四　横断（腫瘍の全形と横断図）「華岡家治験図鑑第二」の （11）　「紀州有田須原佐五右衛門母六十四歳」
43丁裏　紀刕名草郡大川浦傳兵衛母行年五十五（腫瘍塊の図） 「華岡家治験図鑑第二」の （12）　「紀州名草郡大川浦傳兵衛母年五十有五」
44丁表　和刕芳野郡木津川新八娘行年十有七　全形　量二百銭（腫瘍塊の図）「華岡家治験図鑑第二」の （13）　「和州芳野郡木津川新八娘行年十又七歳」
44丁裏　飛騨之国高山広瀬利兵衛妻　塊量三百七十錢（腫瘍塊の図） 「華岡家治験図鑑第二」の （14）　「飛騨国高山広瀬利兵衛妻　塊三百七十錢」
45丁表 1行～ 47丁表 3行 「乳岩図譜」の冒頭 #

（題名はないが，「友人華岡師之爲醫也」で始まる崖　熊野の序
（跋）文）

47丁表 4行～ 51丁表 3行 「乳岩図譜」の末尾 ##

（題名はないが，「飛州高山広瀬利兵衛」で始まる野村　鄂の
「記青洲先生療乳嵓」の文章）．文末に「文化庚午夏六月七日　
塾生　備後　野村　鄂記」

51丁表 4行～ 51丁裏 9行 「乳岩図譜」の崖の文章の後 ###

（題名はないが，「乳岩不治誰昔然矣」で始まる赤石希范の文
章）．文末に「文化六巳五月晦日　備前　赤石希范　識」

注：「瘍科図鑑」の丁数の後の○は，図が円の中に描かれているものである．
*：北里大学東洋医学研究所・医史研究室所蔵
**：北里大学東洋医学研究所図書館寄託本
#：呉の「華岡青洲先生及其外科．東京：吐鳳堂書店；1923．p. 54–56
##：呉の「華岡青洲先生及其外科．東京：吐鳳堂書店；1923．p. 270–272
###：呉の「華岡青洲先生及其外科．東京：吐鳳堂書店；1923．p. 64
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頃から始まった図譜の歴史から見れば「中期」に

属する図譜である．華岡流外科の手術図譜は最初

の赤石希范による乳癌手術のみの図を収めた「乳

岩図譜」から発展して後に乳癌以外の各種疾患の

手術図も収めるようになるが，「瘍科図鑑」はそ

の過渡期の姿を伝えている点で重要である．いわ

ゆる奇患図類の中で，その模写本が海外の博物館

に収められ常時公開・展示されているのは「瘍科

図鑑」のみである．この意味でこの図鑑は北米に

おける青洲の業績の普及，顕彰に大いに貢献して

いる．

4．「瘍科図鑑」に披見される 

崖　剛先，赤石希范，野村　鄂の文章

「瘍科図鑑」の系統を明らかにするもう一つの

手掛りは，45丁表から 51丁裏に記された漢文の

文章である．51丁表 3行に「文化庚午夏六月七

日　塾生　備後　野村　鄂記」とあるので，冒頭

の 45丁表から 51丁表 2行までの文章は野村の文

であるかのように思われるが，そうではなくし

て，野村の文は 47丁表 4行から始まる．具体的

に記すと次のようになる．

45丁表 1行～ 47丁表 3行

「友人華岡師之爲～刻其何止乎」

……崖　剛先の文章

47丁表 4行～ 51丁表 3行

「飛州高山広瀬～附于図以贈云」

……野村　鄂の文章

51丁表 4行～ 51丁裏 9行

「乳岩不治誰昔～豈足盡乳岩乎」

……赤石希范の文章

上記は複雑であるので以下に解説する．「はじ

めに」において述べたように，春林軒の門人赤石

希范が 1809年 5月に作った「乳岩図譜」の序文

が赤石の文章である6)．しかし，出版は見送られ，

赤石はこれを残念に思って青洲の友人紀州藩の儒

者崖　剛先に草稿の閲を乞うた．崖は出版されな

いのを残念に思い「跋」を書いて赤石に贈った．

これが崖　剛先の文章である．したがって崖と赤

石の文章は密接に関連している．一方，野村の文

章は 1810年（文化 7）5月 11日に乳癌手術を行っ

た飛州高山・廣瀬屋利兵衛の妻の症例記録であ

る．手術に関わったと思われる野村　鄂は家族か

ら請われて詳細な記録を作った．恐らく野村の手

になる稿本と思われる独立した一冊子が残されて

いる14)．なお，この症例は呉の著に示された「乳

巖姓名録」には「文化十癸酉年九月既望　飛州高

山　廣瀬屋利兵衛妻」 とあるが，「乳巖姓名録」

の記録者が記入することを失念し，後で追記した

ものであろう28)．したがって野村の文章は崖と赤

石の文章とは直接的に関連したものではない．こ

れらの三つの文は呉の著書に区々に収載されてい

るが，互いの関連について言及がないので読者は

それらの意義を理解できないであろう29)．

呉の引用する「乳岩図譜」には冒頭に崖の序

（跋），赤石の序（跋），手術の図があって最後に

野村の文章が記るされているという30)．収載され

ている手術図は乳癌手術に限定されており，わず

かに 13症例である．この図譜は現在所在不明で，

今直ちにこれを特定することは困難である．しか

し，「瘍科図鑑」では乳癌以外の様々な疾患の手

術図が見られるので「乳岩図譜」6)とは大きな違

いがある．崖，赤石，野村の文章があって，なお

かつ乳癌以外の各種疾患の手術図を収載した図譜

は極めて少ない．本間玄調が監修した「春林軒二

十一種」の十四集，十五集は所謂「奇患図」であ

る31)．十四集には崖，赤石，野村の文章が続けて

収載されているが，続く図は脱臼，整復の図，さ

らに乳癌手術の図で，これは「華岡家治験図巻第

一」と「華岡家治験図巻第四」に相当する．した

がって「瘍科図鑑」と同系統の図譜ではない．十

五集には各種の手術図が掲載されており，「華岡

家治験図巻第一」の系統の図譜である．杏雨書屋

の所蔵する「奇患図」は崖の文章＋「華岡家治験

図巻第四」＋「華岡家治験図巻第一」（一部は円

の中に描かれている）＋赤石の文章＋野村の文章

の構成になっている32,33)．これも全体として見れ

ば「春林軒二十一種」の十四集，十五集に近似す

る．しかし，「華岡家治験図巻第四」を含むので，

「瘍科図鑑」の系統ではない．
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表 2　「瘍科図鑑」と「華岡家奇患図」の比較
「瘍科図鑑」の説明文の（　）は松木による注

「瘍科図鑑」の説明文 「華岡家奇患図」＊における類似図

1丁表　江都之人（男，左頬部の腫瘍） 23丁表
1丁裏　浪華島之内妓　肉瘤（女，右頬部） 23丁裏
2丁表　田邊中町女十九歳　肉瘤（左頬部） 28丁表
2丁裏　肉瘤　塊量三十三錢（女，左頬） 31丁表
3丁表　肉瘤　泉州堺沈香屋主人（男，左頬部） 25丁表
3丁裏　血瘤　勢州山田之人（男，前額鼻部） 25丁裏，ただし左右反転，姿勢が異なる
4丁表　肉瘤　有田之農夫（男，左鎖骨下） 27丁表
4丁裏　血瘤　紀州日高之人　若山清高之児也（男，左臍傍） 欠
5丁表　血瘤（男，右大腿内側部） 欠
5丁裏　粉瘤　湯浅伊兵衛（男，前頸部） 30丁表
6丁表　血痣翻花　江戸小間屋忠兵衛妻（右背腰部） 38丁表
6丁裏　其二　全形（摘出標本） 38丁裏，ただし腫瘍塊は 2個描かれている

7丁表　火傷　高野山之僧（男，左膝窩部） 28丁裏，高野山之僧火傷
7丁裏　火傷　日高之人（男，左上腕と胸壁の癒着）（正面図） 26丁表
8丁表　其二　截断（左側面図） 26丁裏，ただし左右反転し，上半身裸
8丁裏　患耳瘤　和州下市　某之小児（右耳） 欠
9丁表　虫胞　頭皮肉間生於白虫（男） 39丁表
9丁裏　肩風　備前之人（男，左肩甲部） 24丁表
10丁表○走馬疳　荒川之子（男，唇周辺部） 欠
10丁裏○肉瘤　勢州朝熊永正寺（男，左頬部） 欠
11丁表○口痔　若州小浜之人（男，左口腔） 欠
11丁裏○粉河之人（口唇の異常）（男） 欠
12丁表○血痣　大和高市郡樹馬又七行年二十七（男，下口唇） 欠
12丁裏○舌疳　若山之老婦（女，下口唇） 欠
13丁表○骨瘤　京都東洞院呉服屋新兵衛行年二十二（男，左下顎部） 欠
13丁裏○其二（患部の切開図） 欠
14丁表○眼胞菌毒　備後尾道之人（男，左眼） 欠
14丁裏○同前　阿州徳府（男，左下眼瞼） 欠
15丁表○骨瘤　常州水戸樹内某倅行年十六（男，左頬部） 欠
15丁裏○説明文なし（男，左耳殻） 欠
16丁表　軟肉瘤　大和葛下郡木戸邑惣兵衛娘行年二十二（女，右前腕） 欠
16丁裏　六指（性別不詳，右手拇指） 欠
17丁表　血瘤　淡州之人（男女不詳，左下腿） 29丁裏，ただし血の流れは 3筋

17丁裏　脱疽　大谷新在家万次郎（右拇趾部） 欠
18丁表　同二（健疾部の境界で節断した図） 欠
18丁裏　骨瘤　平村孫八（右下腿） 欠
19丁表○陰瘤　和州之姜女（左鼠径部） 欠
19丁裏○陰瘤　大和下市（左鼠径部） 33丁裏
20丁表○俗云マヘタレ　浪華奈良茶屋下婢 32丁裏
20丁裏○泉州熊取（女，子宮脱） 35丁裏
21丁表○摂州兵庫 36丁裏
21丁裏○陰癭　江戸新町三玉丁之女 35丁表
22丁表○鎖陰　野上邑弥右ヱ門娘行年十七 欠
22丁裏○陰瘤　泉州田中村彦兵衛妻行年五十三 37丁表
23丁表　陰門翻花　紀州岩手 37丁裏
23丁裏　説明文なし（大仙斗） 欠
24丁表○説明文なし（男，脱肛） 欠
24丁裏○会陰打撲　河内之人 41丁裏
25丁表　大斗疝　熊野玉置山源兵衛 40丁裏，41丁表
25丁裏　同症　肥前平戸万五郎 欠
26丁表　同症　阿州美馬郡山吹村万次郎行年四十三 欠
26丁裏　其二（陰茎部切開の図） 欠
27丁表　其三（陰嚢前部切除の図） 欠
27丁裏　其四（縫合後の図） 欠
28丁表（男，左手第 4指部の腫瘍） 欠
28丁裏　反花　吉野家半兵衛　浪華心斎橋筋順慶町角 欠
29丁表　（同）全形（右側面図） 欠
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管見では，崖，赤石，野村の 3文章を含み，且

つ「華岡家治験図鑑第一」を中心とする図を収載

している図譜は既述した東北大学附属図書館狩野

文庫に所蔵する 「華岡家奇患図」 のみである34)．

43丁表の識語によれば，春林軒で画家の端月が

描いた図を江戸虎ノ門の「確　齋清」が模写した

ものに赤石の文章を付け加えた図譜である．つま

り，この図譜の構成は崖の文章＋藍屋　勘～廣瀬

屋利兵衛妻までの 10症例の乳癌手術＋野村　鄂

の文章＋「華岡家治験図巻第一」に見られる図＋

赤石の文である．半丁に描かれた図を 1図（図が

一丁に亙って描かれている場合，一丁で一図とし

た） とすると，合計 61図描かれている．「瘍科図

鑑」と「華岡家奇患図」を比較したのが表 2であ

る．「瘍科図鑑」の図で「華岡家奇患図」に欠く

ものがある一方で，逆に「華岡家奇患図」にあっ

て「瘍科図鑑」に欠く図もある．このことを考慮

すると両者はどちらかが他方を模写したという直

接的関係ではなくして，それぞれ呉の云う「乳岩

図譜」や「華岡家治験図巻第二」を模写して，そ

29丁裏　説明文なし（男，左中指の腫瘍） 欠
30丁表　肉瘤　備前水門大工（男，左胸部） 欠
30丁裏　其二　全形（切除腫瘍塊，右半分） 欠
31丁表　其二　全形（切除腫瘍塊，左半分） 欠
31丁裏　両陰　田井村小芳 欠
32丁表　肉瘤　河内龍泉寺村　塊量一貫二百目 欠
32丁裏　同　全形（切除腫瘍塊の右半分） 欠
33丁表　乳嵓　藍屋利兵衛母行年六十　和州宇智郡五條駅 5丁表
33丁裏　説明文なし（上はメス，下は鋏の図） 5丁表
34丁表　其二（乳房に切開を加えた図） 6丁表，ただし切開前の図
34丁裏　其三（切開口に左手を入れている図） 6丁裏
35丁表　其四（右手にメスを持ち，腫瘍を切除している図） 7丁表
35丁裏　其五（両手で腫瘍塊を取り出す図） 7丁裏
36丁表　其六（腫瘍塊の上面，下面の図） 9丁和州宗智郡五條益藍屋利兵衛母歳六十
36丁裏　其七　縦断見中（切除腫瘍塊の縦断図） 8丁表
37丁表　紀伊橋本駅　鍛治屋甚兵衛妻行年三十五（切除腫瘍とその縦断図） 欠
37丁裏　紀刕伊都郡麻生津西脇　彦兵衛妻行年五十五（乳房の切開図） 欠
38丁表　其二全形　割開中筋絡纏（切除腫瘍塊の全形と縦断図） 8丁裏，本国伊都郡麻生津郷西之邨脇邨彦平衛妻歳五十七
38丁裏　阿刕板野郡撫養南浜　天野屋幸作母行年五十四 10丁表，阿州板野郡撫養南浜天野屋幸作母歳五十四
39丁表　其二全形（腫瘍塊の全形と縦断図） 10丁裏
39丁裏　河内三日市勘助妻　核量五十銭（腫瘍塊と縦断図） 欠
40丁表　紀刕橋本駅三河屋治兵衛母行年六十（乳房切開図） 欠，再発時の図は 11丁表にある

40丁裏　其二　全形　横断（腫瘍の全形と横断図） 欠
41丁表　阿刕徳嶌沖之洲水主平七母行年五十六（乳房の切開図） 欠
41丁裏　一塊横断（腫瘍の全形と横断図） 11丁裏，阿洲徳島冲之州水主平七母歳五十有六
42丁表　江刕八幡扇子屋源太郎姪　全形量三十錢　横断 欠
42丁裏　備前東片岡村紋次郎女房　全形　両百銭 欠
43丁表　 紀刕有田須原佐五右エ門母行年六十四 

横断（腫瘍の全形と横断図）
14丁裏
15丁表，乳房に切開創が入った図

43丁裏　 紀刕名草郡大川浦傳兵衛母行年五十五 
（腫瘍塊の図）

15丁裏，本国名草郡大川浦傳兵衛母歳五十五
16丁表

44丁表　 和刕芳野郡木津川新八娘行年十有七　 
全形　量二百銭（腫瘍塊の図）

欠

44丁裏　飛騨之国高山広瀬利兵衛妻　塊量三百七十錢（腫瘍塊の図） 16丁裏，飛州高山広瀬利兵衛妻歳五十有二重三百七十錢
45丁表 1行～ 47丁表 3行 1丁表～ 4丁表
（題名はないが，「友人華岡師之爲醫也」で始まる崖　熊野の序（跋）
文）

47丁表 4行～ 51丁表 3行 17丁表～ 22丁裏
（題名はないが，「飛州高山広瀬利兵衛」で始まる野村　鄂の「記 
青洲先生療乳嵓」の文章）．文末に「文化庚午夏六月七日　塾生　備
後　野村　鄂記」

51丁表 4行～ 51丁裏 9行 44丁表～ 45丁表
（題名はないが，「乳岩不治誰昔然矣」で始まる赤石希范の文章）．文
末に「文化六巳五月晦日　備前　赤石希范　識」
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れに他の図や文章が後から付加されてそれぞれが

完成したものと考えた方が妥当であろう．

5．「瘍科図鑑」の成立年代について

「瘍科図鑑」に描かれた乳癌手術の図と「乳嵓

姓名録」 （「乳巖姓名録」）35)を突き合わせることに

よって，44丁表に描かれた「和州吉野郡木津川　

新八娘」の乳癌手術が「文政七年（1824）九月十

七日」に行われて最も新しいことが分かる．した

がって，この手術を画いた「瘍科図鑑」はこの期

日以降に成立したことになる．乳癌以外の手術図

に記された説明文に本図鑑の成立年を示唆する表

記は披見されない．これらと比較参照すべき乳癌

手術以外の年紀を記した手術記録が殆ど遺されて

いないからである．

しかし，一つだけ手掛りを与えてくれる図があ

る．「瘍科図鑑」の 2丁裏に描かれた「肉瘤」の

図 （図 3） である．図には 「肉瘤　塊量三十三錢」 とだ

けあって年月日の記述はない．この図は「華岡家

治験図鑑第一」の 6番目の症例で，呉は「肉瘤　

豫洲宇和島人　核量三十三錢」36)と記している．

この症例は「南紀徳川史巻之百六十一」37)によっ

て図 4に示したように図 3と同じ症例であること

が明らかである．これら両図と同じ構図の画が上

述した狩野文庫本の「華岡家奇患図」34)に認めら

れる （図 5）．着物の模様，左右の手の位置など細

かい点で異なる点はあるが，全体の構図，患部の

位置，さらには切除腫瘍の重さが「三十三錢」 と

一致しているので，これらの 3図は同じ症例を画

いたものであることは間違いない．図 5の説明文

には「文政八乙酉夏　十四日切断　同二十八日而

愈　豫洲宇和島之人也　四国路也　肉重三十三

錢」 とあることによって手術は 1825年夏 （4～ 6

月） に行われたことが明らかになった．このこと

から 「瘍科図鑑」 は最も早くても1825年夏以降 

に成立したことが明らかである．これは山崎が主

張する成立年代の1810年とは大きくかけ離れて

いる．

おわりに

医史学研究者であった山崎　佐旧蔵の 「紀州華岡家
瘍科図鑑」 は阿部六陽画伯の手によって 2本模写

されて， その内の 1本はシカゴにある International 

Museum of Surgical Scienceの Japan Hall of Fameに

図 3　同 2丁裏の「肉瘤」の図 
（順天堂大学日本医学教育歴史館所蔵）

図 4　「肉瘤」の図 
（「南紀徳川史　巻之百六十一」，p. 187）
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展示され，北米における華岡青洲の業績の普及に

大きな貢献をなしている．しかし，これまでの研

究では原図鑑の詳細は全く知られておらず，その

成立年代も1809年， 1810年， または1823年と誤っ

て伝えられていた．今回，他の図譜と比較するこ

とによって，その内容は呉の云う 「乳岩図譜」，つ

まり赤石の 「乳岩図譜」 の系統を引くもので， そ

の成立は早くても1825年夏を遡るものではないこ

とが判明した．模写本が Japan Hall of Fameに展

示されるに至った経緯についても明らかにした．

本稿を草するに際して種々有益な情報を戴い 

た順天堂大学医史学研究室，玉堂美術館，Inter-

national Museum of Surgical ScienceのMichelle Rinard

部長，Wood Library-Museumの故 Patrick Sim氏に

感謝の意を表する．
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A Bibliographical Study on Yokazukan, Which Formerly  
Belonged to the Tasuku Yamazaki Collection

Akitomo MATSUKI
Department of Anesthesiology, Hirosaki University Graduate School of Medicine

Yokazukan is an illustrated book of rare surgical diseases that were treated at Seishu Hanaoka’s  
Shunrinken. The book, which once belonged to medical historian Tasuku Yamazaki, contains eighty-
eight color illustrations, Chinese prefaces by Yuya Kishi and Kihan Akaishi, and a case report, also in 
Chinese, of a breast cancer operation by Gaku Nomura. The origin of the book can be traced to Akaishi’s 
1809 book Nyuganzuhu, which includes 13 drawings of breast cancer surgery. Yokazukan includes eight 
of Nyuganzuhu’s thirteen breast cancer surgery illustrations, both prefaces, and Nomura’s case report.  
It has many new illustrations as well. Yamazaki said that Yokazukan was completed in 1810; however, 
according to my examination of another illustration book, the excision of a woman’s left cheek tumor, 
depicted on page 4 in Yokazukan, was performed in the summer of 1825. Yokazukan, therefore, had to 
have been completed after this date. Artist Rokuyo Abe painted two copies of Yokazukan, one of which 
was donated in 1956 to the Japanese Hall of Fame, International Museum of Surgical Science, Chicago, 
Illinois. The elegant reproduction has been serving to increase awareness in the Western world of Hanaoka’s 
achievements. The background of the donation is also discussed.
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